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第13話-知らない静岡市の話 

　静岡県、新幹線は6つ停まるが、のぞみは停まらない。熱海-三島-新富士-静岡-掛川-浜松と、東
西に長い、長い。東名に乗っていても、静岡を抜けるのは一苦労です。今日は静岡市民でも知らな
い話をしたいと思います。元ネタは会社の放課後に遊びでやっている「ASEAN研究会」（年４
回）で発表したものです。この会は”ASEAN”が入っておりますが、それとは関係なくても、奇想
天外的な発表をして、日頃の”真面目ぶった自分”を壊し、自分らしさを見つめ直し、「憂さ晴ら
しをしよう会」です。この会にはFも参加しております。 

●第一話：「プラモデルは家康が創った」 
　さて、”作った”ではなく”創った”が味噌です。静岡駅に降りて、南口を歩いて２分で静岡ホビー
プラザがあり、年中無休、無料で色々なプロのプラモデルの展示を見る事ができます。また、5月
中旬の４日間、静岡市で静岡ホビーショー（2016年で第55回）があります。ホビーの聖地とも言
えます。静岡市内に田宮模型の本社、バンダイの工場があります。その関係でホビーの街静岡を売
り出しております。 

 
　そのプラモデルの歴史は家康までさかの
ぼります。三河の岡崎で生まれた3～6才の
竹千代は静岡市の臨済寺 (りんさいじ、今
川家) でお勉強しました。この寺の池には
デッカイオタマジャクシがいて、たぶん牛
蛙か？それを子供の私は捕獲しに行きまし
た。竹千代→家康のその後の活躍は歴史書
にゆずります。 

 

 そして、晩年、駿府城に隠居になった。この時 , 
駿府城やら、周りの神社を建築するために清水港
が活躍した。絶対権力者の家康が駿府にいたの
で、全国から良い職人が集まり、駿府城のリ
フォームや神社の建築等、宮大工の仕事が一気に
増えた。今、駿府城公園には家康が鷹狩りをして
いる銅像があります。近くに鷹匠町があり、親戚
(母の妹の節子様)がいます。江戸時代には静岡市
で鷹狩りができた場所があった。家康が駿府時代
に好きだったものに、 
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初夢と言えば「一、富士　二、鷹狩り　三、初物なすび」 
最後の折戸（おりど）茄子は調べると清水区三保・折戸地区の特産で、徳川家康が愛したナスと
いわれ、現在は久能山東照宮にも奉納されています。と、ネットにありますが、三保の折戸住んで
いましたが、見た事はありません。幻の茄子です。そして、家康、享年75歳(胃がん)。 

２.家康は静岡久能山東照宮に埋葬 
　1617年に2代将軍秀忠によって東照宮
（久能山東照宮）の社殿が造営された。家
康の遺骨は下図の久能山東照宮にあると教
わった。清水の小中学校時代、久能山と日
本平は遠足でよく行きました。久能山の南
斜面にはビニールハウスがあり、石垣イチ
ゴ狩りが有名です。暑いぐらいのハウス、
練乳を大事に使って食べ、そして袋一杯の
お土産のイチゴをジャムにして、、そんな
小学校の思い出があります。秀忠、享年52
歳(胃がん)。 

３代徳川家光がプラモの人材育成を行う 
　家光さんは、静岡市内にある浅間神社改修し、その時にも大勢の職人が集まった。職人は、木

工・模型・漆器などの工芸品を手がけるよう
になり、駿河指物・駿河漆器など静岡市の特
産工業へと発展した。よく親父が静岡は漆器
の街と言っていましたが、僕が子供の頃には
もう漆器店はありませんでした。模型はその
後プラモデル産業へと発展し、静岡は全国一
のプラモデル産地となった。家光享年48歳(脳
卒中)。早死にですね。下の写真は静岡市の浅
間神社の石段の風景です。 
←浅間神社に100段の階段があり、幼稚園の増田は
ここで遊んだ (増田撮影) 

徳川幕府直営工事として1804年から60年余の歳月と巨費を投じて再建した。けっこう大きな神社
です。小高い山の中腹に遺跡があり、相当昔から人が住んでいたらしいです。 
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田宮模型 
　赤★と青の★マークの会社です。女の子
には馴染みがないかも。男の子なら一度は
お世話になった会社です。？今もプラモデ
ルは男の子の遊びdだといいのですが。今
や、世界のTAMIYAです。1946年に田宮義
雄が創業した「田宮商事」が創立です。本
社ビルが私の実家の近くにあります。戦争
の時代はまだプラスチック模型が無かった
らしく、資料では木製のタンクや戦艦の写
真がありました。 

バンダイホビーセンターと工場 
　静岡駅の１つ手前の東静岡の駅近くにバンダイの工場があります。ここでmade in Japanのガン

ダム模型を作っているそうです。この写真
は2014年のホビー祭りの時で、身長18m
の等身大のガンダムが立っています。首が
周り、目が光ります。このガンダムは東京
のお台場、全国の施設に貸し出しているそ
うです。私はガンダム世代ではありませ
ん。私は昭和32年製造なので、もっと古
い、アトム、鉄人28号、ターザン、サイボー
グ007の時代です。バンダイの由来は「萬
代屋」。 

徳川慶喜公 
　第一話の最後は、本籍がある西草
深町にある徳川慶喜公の屋敷跡の石
碑です。親父から慶喜が静岡で一番最
初に自転車に乗った等の色々なエピ
ソードを話してくれました。15第徳
川慶喜は享年76歳で一番長命でし
た。実家、本籍地と同じ町内に住んで
いた徳川慶喜。日本のラストエンペ
ラー。 
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●第二話　静岡とタイ王国 
　私が生まれた静岡市葵区西草深町は浅間神社に近く、その商店街が子供の遊び場でした。一角
に山田長政なる像がたっています。調べると彼は江戸時代にシャム（1939年以降正式名をタイ）
の日本人町をおこし、東南アジアで活躍し、やがてシャムの王女と結婚しました。この物語は映
画にもなっています。「アユタヤのサムライ」や「山田長政王者の剣」。そして、それを記念して
毎年10月にこの商店街で日・タイ友好の長政祭りがあります。タイ物産展みたいな何でもありの
祭りです。1985年が第１回で、2013年は28回です。だから、私が入社（1982年)してからの祭り
です。子供の頃は知らなかった。ただ、ひそりと記念の石碑が立っていただけでした。今の人に
シャムと言っても通じないでしょうが、シャム猫なら知っています。 

　その商店街を抜けて、北側が浅間神社、南側が駿
府城から静岡駅へ繋がる公官庁街です。その途中に
静岡銀行本店があります。立派な大理石作りの銀行
です。たぶん記念の建物だけと思います。中に入っ
たことはありません。調べると、本館は1931年竣
工（登録有形文化財）とあります。静岡で銀行と言
うと、静岡銀行、スルガ銀行です。この２つは神奈
川県にもけっこうあります。スルガ銀行は沼津発祥
なので、神奈川県もかなり強いです。群馬は群銀で
すね。預金ランキング（H26.3月）では1位横浜銀
行、4位静岡銀行、11位群銀、27位スルガ銀行と
なっています。ちなみに43位の青森銀行の株主で、毎年7月に青森の物産展の優待券の商品をくれ
ます。これが妻の楽しみです。 

⭐ 知らなかった！横浜銀行の前身は群馬を母体にする第七十四と第二国立銀行。初代頭取の伏島
近蔵、群馬県太田市（旧新田郡藪塚）の出身であった。また、明治時代における横浜商人の茂木
惣兵衛は、群馬県高崎市の出身で、息子である二代目茂木惣兵衛は、旧横浜松坂屋の前身となる
野澤屋を創業している。……群馬は実業家の宝庫です。コクーンのおかげ。 
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●第三話　次郎長と山岡鉄舟 
　街道一の親分は？、清水の次郎長（山本長五郎）。群馬も有名な国定忠次がいます。そんな浪
曲がありました。親分は人道的な仕事もした名士だったらしいです。静岡の町中に山岡鉄舟と西
郷隆盛の会見の場の跡が残っています。山岡鉄舟は静岡藩の家臣で、新政府の西郷と幕府側の勝海

舟の仲裁役をかって、江戸城の無血開城に
持ち込んだ功労者です。鉄舟ゆかりの寺が
清水から一駅東京よりにある興津駅の清見
寺（せいけんじ）です。ここに、咸臨丸の
戦死者の記念碑がたっています。 

咸臨丸は幕府の軍艦で、明治政府創立者と
なる有名人（ジョン万次郎、福沢諭吉ら）
がアメリカまで行った船でした。品川から
出航した幕府の咸臨丸は、銚子沖で台風に
遭遇し下田港に避難しました。そして船体
修理のため清水湊に向いました。三保沖合

まで来たとき、官軍方の艦艇から砲撃を受け、大勢の幕府側の遭難者と死亡者が出ました。新政
府の意向を無視して、その戦死者を弔ったのが次郎長であった。人道的です。 
　 
そして、この寺では朝鮮通信使や琉球使の接待
がここで行われた。江戸幕府から離れた、ちょ
うど東海道の真ん中の駿府城近くの寺で外国の
賓客を招いて、開国への下準備をしていたらしい
です。その名残の品が、この寺にあります。かな
り贅沢に国の威信を感じる調度品があります。
ここから、東の方角を見ると薩埵峠と富士山が
眺められ、広重の浮世絵と同じ構図がありま
す。清水にいると次郎長さんの人気はやっぱり
ありました。賭け事が好きな人は清水の次郎長
が眠る梅蔭寺(ばいいんじ)で石像のかけらをお財布に入れるそうです。次郎長一家の有名な子分達
の墓もあります。 

どうでしょうか？これらの歴史は両親が話してくれましたが、学生の頃はそんなことはどうでも
良かったので、聞き流しておりました。歳がいってくると郷里の歴史を大人目線で振り返るのも良
いものです。 
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●おまけ、福島san野菜 
　5月に思いがけず野菜をもらい、妻とともに楽しく頂きました。その食卓の風景を紹介します。
いずれも農家並みの売り物品質で感心します。ごちそうさまでした。 

2016.no.42 キョウチクトウと福島sanの桑のジャム 
桑の実はスーパーに売っているものなのか？私の生息圏では見たことがない。群馬ならではです。
粒々を楽しみました。甘さも丁度良い加減。キョウチクトウ（※)の季節とともに。 
※夾竹桃…葉っぱが竹、花が桃なので夾竹桃とは漢字の妙技 

2016.no.44キョウチクトウと福島san玉ねぎと牛団子 
こういう小さい玉ねぎは市販されていないので、丸ごと１つの姿煮はとても珍しい。牛肉の団子
はセロリが入っていた。サラダの福島san紫玉ねぎも爽やかでした。 

2016.no.45 福島san新ジャガイモと紫陽花 
小ジャガイモを見た瞬間、妻が閃いた料理が以下です。季節のアジサイとともに。アジサイが満開
の日本です。ジャガイモのホクホク感が群馬の土地を思い起す。初物の紫陽花がご挨拶。


